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令和６年度 延岡青朋高等学校 総合評価（通信制課程）  

『評価』は４段階の数値で行う。（４：十分達成されている ３：ほぼ達成された ２：やや不足な点がある １：ほとんど達成されていない） 

重 点 

目 標 

 

 

具体的な方策（Ｐ） 

 

     

 結果と課題（Ｄ） 

 

自己評価 

（Ｃ） 

 

改善策（Ａ） 

 

学校関係者評価 

評 価 コメント 

 項目別 総 合 項目別 総 合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 

礎 

学 

力 

の 

確 

実 

な 

定 

着 

 

 

①生徒の実態を踏まえ

た教育課程の検討 

・多様な生徒に対応でき

る教育課程の編成 

・新学習指導要領に対応

した教育課程の編成 

・体育（実技） の見直し 

（レポート内容とＳ回数

の見直し） 

・総合探究の見直し 

（レポート内容） 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4 

●スクーリン

グ：指導内容の

再確認、ICT 

の活用 

 

●レポート：内

容の充実及び

正確な添削と

評価 

 

●生徒への連

絡手段の工夫

・改善 

 

●基礎的環境

整備の改善 

 

 

３．５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．６ 

 

 

 

 

 

・生徒さんの特性に応じた教科の工夫をしてくだ

さい。 

・細かいところまで見直しが毎年なされている。 

 

・毎月送付される通教を見ています。レポート管

理、スケジュール管理についてわかりやすい内容

です。今後も継続、指導に努めてください。 

 

・レポートや成績処理の業務は大変かと思うが、

生徒との大きな繋がりでもあると思うので丁寧な

対応をお願いしたい。 

 

・ＩＣＴ活用によるメール送信での提出とかはでき

ないのでしょうか。 

 

・積極的な紹介をして、生徒が有利になる単位修

得をお願いします。 

 

・単位修得率がさらに向上することを期待します。 

②レポート管理の徹底 

・受付業務の確実性とス

ムーズな添削指導への

移行 

・レポート受付、返送処

理の迅速な対応 

 

４ 

 

 

４．０ 

 

③単位修得率の向上 

・高認検等の外部認定試

験を利用した単位修得

の推奨 

・高卒認定試験や技能

審査などの外部の単位

認定制度の活用 

※単位修得率 

前期６６％、後期６０％ 

 

 

３ 

 

 

 

３．３ 

 

 

 

学 

習 

状 

況 

の 

把 

握 

④スクーリングカード

の運用と適切な管理 

・登校状況の把握と学習

状況管理の一助 

 

 

 

 

※レポート合格率 

 前期８０％、後期７２％ 

 

 

 

３ 

 

 

 

3.0 

●生徒状況の

把握と適切な

指導 

 

●全職員の細

やかな指導体

制 

 

 

 

３．３ 

 

 

 

３．３ 

・生徒に学力をつけてやることも必要だと思いま

す。個に応じた添削指導の工夫をお願いします。 

 

・前期レポートの合格率が前年よりも良くなってお

り、先生方の努力を感じる。 

 

 

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社 

会 

性 

を 

身 

に 

付 

け 

た 

生 

徒 

の 

育 

成 

 

 

①規範意識や礼法・マナ

ーの醸成 

・面接指導時の立ち番、

巡回指導の実施 

 

・マナーやゴミ問題等

への適切な対応 

＊全職員による継続的

な指導 

・交通安全教室の実施 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0 

●全職員によ

る常時指導の

充実 

 

●ＬＨＲの計

画と充実 

 

●チャレンジ

スクールの更

なる充実 

 

●学校行事に

おける積極的

な生徒の参加 

 

●定時制課程

との連携（清掃

活動、生徒会活

動等） 

 

   

 ３．０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先生方は忙しいとは思いますが積極的な生徒さ

んへの声かけをお願いします。 

 

・全職員が指導に関わる体制を整えていることは

良いと思います。 

 

・チャレンジスクールなど特徴のある取組が評価

できる。これからも継続していってもらいたい。 

 

・周辺環境への配慮を引き続きご指導ください。 

 

・校内にゴミが落ちている事がなく、常に清潔な環

境で指導していると感じます。ピロティ―では生徒

が雑談しているときもあり、ゴミ、食べかす等が放

置されていることも無い為、常時指導または生徒

の意識が表れていると感じます。 

 

・改善されつつあると思います。 

・今後も継続、指導に努めてください。 

②自己肯定感・自尊感情

の醸成 

・ＬＨＲ、チャレンジス

クールでのＳＳＴの展

開 

・学校行事、生徒会活

動、チャレンジスクー

ル等の生徒の変容 

・ＳＷＰＢＳ 研修の実

施 

 

 

 

３ 

 

   

 ３．３ 

③道徳教育・人権教育の

充実 

 

 

 

・生徒理解、いじめ 、

セクハラ等のアンケー

ト実施 

・人権教育のブラッシ

ュアップ 

 

 

３ 

 

 

３．０ 

 

④環境美化意識の向上 

 

・ゴミ持ち帰り運動の

実施 

 

 

３ 

   

   

 ３．０ 

生 

徒 

の 

実 

態 

把 

握 

と 

情 

報 

共 

有 

 

⑤生徒が抱える特性や

課題等の情報収集 

 

 

・外部機関との連携 

・教育相談担当を中心

に教福連携会議や研修

会への参加 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

3.0 

●教福連携の

推進 

●外部研修会

への参加推進

(不登校・ヤン

グケアラー等) 

●職員研修、特

別支援委員会

の充実 

●配慮を要す

る生徒への対

応(合意形成、

家庭との連携) 

 

 

３．３ 

 

 

 

 

 

 

３．３ 

 

 

 

 

 

・専門の力を活用することが必要です。職員だけ

で抱え込まず専門家と連携した指導が必要だと

思います。 

 

・生徒さんが毎日学校に来ているわけでもなく、家

庭や本人の状況もなかなか把握しづらいと思う

が、様々な問題を抱えている生徒さんもいると思う

ので、これからも丁寧に耳を傾けていって欲しい。 

 

 

 

 

 

⑥生徒理解・支援の促進

のために全職員で情報

共有及び共通理解の推

進 

・特別支援委員会の定

期開催 

・職員研修の実施 

・合理的配慮の実践 

 

 

 

３ 

 

 

 

３．３ 
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健 

康 

教 

育 

・ 

安 

全 

教 

育 

の 

推 

進 

⑧部活動の活性及び在

り方の検討 

 

 

 

 

・加入者が少なかった 

が通年で活動 

・県定通大会 

 バドミントン部 

  男子ﾍﾞｽﾄ 8（２名） 

  女子ﾍﾞｽﾄ 4（１名） 

・高文祭 

 書道部門優秀賞 他 

・県高校独奏ｺﾝｸｰﾙ木管

楽器部門グランプリ賞 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

3.0 

●部活動への

積極的な支援 

 

●外部機関と

の連携（学校医

・警察・消防等） 

 

●ＬＨＲの計

画と充実 

 

 

 

 

 

３．３ 

 

 

 

 

 

 

 

３．３ 

 

・部活動離れが進んでいると聞きます。コミュニケ

ーションを図る上での部活動は大切です。多くの

部活動の開設をお願いします。 

 

・通年で部活動に取り組んでいる生徒さんがいる

のは素晴らしい。 

 

 

・今後も継続、指導に努めてください。 

 

 

・若年者の薬物乱用が社会問題になっていますの

で、反復・継続的な教育を期待します。 

 

⑨健康・安全教育の実践 

・健康診断受診率の向上 

・ＬＨＲの実践（薬物乱

用防止教室等） 

・薬物乱用防止教室の

実施 

・防災避難訓練等の実

施 

 

 

３ 

   

 ３．３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進 

路 

指 

導 

の 

充 

実 

  

①キャリア教育の充実 

・進路 LHR、校内進路ガ

イダンス、進路講話の充

実 

 

・校内行事は計画通り

実施 

・参加生徒数増加 

・進路ガイダンスに保

護者の参加 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0 

●キャリア教

育の充実 

 

●校内行事の

計画と実践 

 

●大学・企業見

学の企画立案、

実施 

 

●進路情報提

供方法の改善、

グーグルクラ

スルームの活

用等 

 

●多様な進路

希望への対応 

 

●進路内定率

の向上 

 

 

３．５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３ 

 

 

 

 

 

 

・通信制ならではの特色のある活動をしてくださ

い。 

 

・さまざまな背景を抱える生徒に対応した進路指

導が実施できていると考えます。今後も継続した

指導を期待します。 

 

・進路に限らず、情報はあふれている時代である

ので、①必要な情報を探せる力、②情報の真偽を

見極める力、の二つが大事だと感じる。これらの

力の育成も合わせてお願いしたい。 

 

・全職員で面接、作文指導等を行われているのは

素晴らしい。大変かと思うが今後も是非続けてい

って欲しい。 

 

・進学指導すばらしい。更に外部へのアピールも。 

 

・今後も継続、指導に努めてください。 

 

・多様な進路希望への対応は生徒の考えや目先

の要望により多岐にわたると思われます、生徒個

々人に合わせた進路相談、指導に努めてくださ

い。 

②進路意識の高揚 

・進路関係の情報収集と

提供 

・進路相談の充実 

・オープンキャンパス

の案内等、進路情報の

提供方法の工夫 

 

 

 

３ 

 

   

 ３．０ 

③就職・進学の面接技能

の向上 

・志望理由書の作成指導

と面接指導の充実 

・職員の面接指導の脂質

向上 

・全職員による面接指

導、作文・小論文指導

の実施 

＊就職 5 名内定、進学

18名合格（1/6現在,既

卒者含） 

 

 

 

３ 

 

 

 

３．５ 

 

 

④進路実現能力の育成 

・インターネットの活用

の推進 

・関係機関との連携 

・Web求人等の積極的な

活用 

・ハローワーク、サポ

ステ等との連携 

 

 

３ 

 

  

３．３ 

⑤学習指導の充実 

・テスト前学習会、進学

支援学習会、校外模試の

実施 

 

・テスト前学習会の実

施 (前期単位取得率

66%) 

・進学支援学習会、校

外模試受験者の増加 

 

 

３ 

 

 

 

３．３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

環 

境 

整 

備 

と 

危 

機 

管 

理 

体 

制 

の 

確 

立 

 

①施設・設備の点検 

・校内安全点検の実施 

 

 

・年２回の校内安全点

検の結果を基に適切に

対応(防災対策備品購

入、駐車場の舗装等) 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.7 

 

 

 

●継続して校

内の基礎的環

境整備及び風

通しの良い職

場環境作り 

 

●継続して生

徒・保護者・地

域の信頼に応

えるためにコ

ンプライアン

スの遵守 

 

●防災対策で

地域との連携

と災害時の校

内対応の確認 

 

●働き方改革

の推進 

 

 

４．０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．７ 

 

 

 

 

 

 

 

・時代に対応した安全安心の学校作りをお願いし

ます。 

 

・今後も継続、指導に努めてください。 

 

 

 

 

・本校以外でのスクーリングもあり、防災面での対

応はなかなか難しい面もあるかと思いますが、今

までの大災害を教訓とした備えをお願いしたい。 

 

 

・防災対策は十分に取り組んでいると考えます。 

 

・地区住民との連携・交流を通じて、相互扶助の

気持ちを育てましょう。 

 

 

・職員の健康診断、ストレスチェックを含む健康管

理は外見では把握できないことがある為、今後も

継続、指導に努めてください。 

 

②コンプライアンスの

遵守 

 

 

・職員研修、個別面談

等の実施 

＊情報収集、県教委と

の連携 

 

 

４ 

 

 

４．０ 

 

③情報セキュリティ対

策 

 

・ＩＣＴ推進リーダー

を中心に、県の指導の

下、適切に対応。 

 

 

４ 

 

 

４．０ 

 

④防災対策マニュアル

の更新 

 

・マニュアルの更新と

延岡市との連携 

＊防災教育の実施 

 

３ 

 

 

３．０ 

 

⑤緊急避難時の対応 

 

 

・延岡市との連携 

・地震時の対応確認 

・ベンチかまど設置 

 （延岡工業高作成） 

 

３ 

 

 

３．０ 

 

⑥職員の健康管理 ・健康診断、ストレス

チェックの実施 

 

４ 

 

  

 

４．０ 

   

 


